




























































































概　要： 霜田氏は、産業別労働組合である全金同盟と全国金属の 1970～ 1980年賃金水準
平準化の取り組みについて、聞き取り調査と資料調査をもとに分析を行なった。
先行研究の到達点を確認し、本報告では金属機械の労働組合の産別レベル、地方
組織レベル、単位組合レベルで、当該時期において、どのように賃金水準の引き
上げに取り組んだのか、とりわけ、最低賃金と賃金平準化闘争に着目し、その運
動の中身と変化が生じたプロセスと原因を分析した。その際、全金同盟と全国金
属の取り組み方を比較対照した。賃金格差の経年変化をみると格差は縮小してい
ないが、賃金平準化闘争や最低賃金の設定の運動に自覚的・積極的に取り組んだ
ことの意義は大きい。質疑では、産別交渉の類型と本研究との関係、ナショナル
センターの性格・特徴、先行研究として想定するべき理論モデル、賃金格差のデー
タの読み方、などについて質問と助言がなされた。
 担当：菅沼隆（本学経済学部教授）
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